
（別紙３）

〜 2025年 12⽉ 31⽇

（対象者数） 28名 （回答者数） 12名

〜 2025年 12⽉ 14⽇

（対象者数） 9名 （回答者数） ９名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員のスキルアップを⾏い、総合的に⼦どもの姿を捉えるこ
とができるようにする
掃除・買い物・裁縫・調理など⽣活に繋がる体験・集団遊
び・企画実⾏振り返りを含め⼦ども主体での計画的な遊びの
実⾏サポート
施設内だけでなく活⽤できる資源の探索

2

懇談や相談場面だけでなく、⽇ごろから保護者と話をする機
会をもつ

3

先輩保護者の話を聞く機会の提供

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訓練や交流以外の⽀援に重点をあてて取り組んでいく。
職員間で⽇ごろから防災意識を⾼め、非常時の対応ができる
ようにする。
可能な限り訓練を体験できるようにする。

2

マニュアルの掲⽰場所を保護者控室や内⽞関に変更する。
訓練の様⼦写真の掲⽰する。

3

保護者の要望があれば、⼩学校等に出向いて連携を⾏なって
いく。

○事業所名 児童発達⽀援センターバンビ

○保護者評価実施期間 2025年 12⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

2025年 12⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 2026年 1⽉ 14⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

〇連携 利⽤回数が少ないので、⼩学校や児童クラブとの連携は難し
い

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

〇利⽤回数 利⽤回数が少ないので、訓練や地域交流などの時間を取り⼊
れる事が難しい

〇周知
 活動プログラムや活動内容の周知が⽇十分
 訓練やマニュアルの周知が不十分

療育内容や⼦どもの発達的な勉強会や案内は多くあるが、運
営規程やプログラム・マニュアルなどは利⽤契約時の説明
と、廊下への掲⽰なので、保護者の関心が持ちにくい
訓練を実施しているが、利⽤⽇に訓練を⾏っていないと、実
施しているかどうかわからない保護者もいる

〇⽀援体制
 ⼦どもの様⼦を分析し、個別⽀援計画に反映すること
 チームでの⽀援
 プログラム設定

療育前後に内容の検討を⾏い、その⽇のねらいや⼦どもへの
アプローチの方法を話すようにしている
複数の職員で話し合って、保護者に伝えるようにしている
5領域に合わせてプログラムを設定し、将来を⾒据えて、どの
ような経験や体験が必要か考えている

〇家族⽀援
 懇談と⼦育て相談の実施

懇談や⼦育て相談のなかで、保護者が話やすい雰囲気をつ
くっている

〇勉強会
 将来にむけた⾒通し⽀援
 思春期対応

年齢に合わせた対応・将来を⾒通した対応について、資料を
おもとに伝えている

事業所における自己評価総括表公表


